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１．研究計画の概要 
細菌の K+輸送系を主に、その構造と機能を明
らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) K+(Na+)/H+交換輸送系である大腸菌の

ChaA の第２膜貫通領域と第 10 膜貫通領域

に存在する酸性アミノ酸(それぞれ Glu85 と

Glu325)に部位特異的に変異を導入し、

Glu85がイオン輸送に重要な役割があること

がわかった。(2) 複数の膜タンパク質からな

る Vibrio の Pha1 システムが K+/H+交換輸送

系であることを明らかにした。複数の膜タン

パ ク 質 か ら な る 窒 素 固 定 細 菌

Shinorhizobium melilotiのPha1システムを

pTrcHis2 に組み込み、アンチポーターを持

たない大腸菌変異株TO114に導入してPha1

システムが K+/H+交換輸送系であることを明

らかにした。(3) K+輸送系である Vibrio の

Fkuシステムの膜タンパク質FkuBに相同性

がある膜タンパク質をコードする大腸菌の

yggT を pUC19 に組み込み、大腸菌の K+取

り込み系欠損株に導入すると、低濃度 K+培地

での生育を補うことが示された。(4) 光合成

細菌 Synechocystis sp. PCC 6803 は６個の

Na+/H+ antiporter NhaS1-6 がある。これま

で、この細菌の遺伝子をノックアウトするこ

とでその役割が検討されて来たが、nhaS3 は

ノックアウトできず大腸菌のnhaAもnhaS3
を補う事ができなかった。今回、nhaS3 を大

腸菌に導入して NhaS3 は K+/H+ antiporter

活性が無いことを示し、さらにこのタンパク

質が Synechocystis のチラコイド膜に発現す

ることを見いだした。NhaS3 はチラコイド膜

に発現する Na+/H+ antiporter の初めての例

である。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
K+/H+ antiporter として初めて報告した
NhaP2 の遺伝子 nhaP2 をノックアウトして、
その構造と機能を明らかにする予定である。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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